
【構想の概要】

本校の校܇「ݾࠀ・創造・ܟѪ」に基ͮき、日本及び世界の平和とൟ栄、国際協ௐにݙߩする「知・ಙ・体の
ௐ和のとれた国際社会及び地域社会のリーダー」を育成する。
に基ͮき、「;るさと܇の校「Ѫ（ଞ者を理解しଚॏする）ܟ・創造（題を解決できる）・（自した）ݾࠀ」

福Ҫ、日本語・日本จ化にތりを持ち、グローバルな視野を持って新しい分野にチャレンジし、社会にイノベー
ションを起こす人」を育成すきグローバル・リーダー像としてܝげ、౦アジアॾ国のࡁܦや生活จ化等に関す
る課題研究をॏ視した教育課程の研究開発、英語力・グローバルマインド向上の取組、国際交流活動等により、
地方の公立高等学校によるグローバル・リーダーシップ教育Ϟデルを構築する。

;͘い発、౦ΞδΞの発లとرにݙߩする
グローバル・リーダーの育成

Ҫ県立高ࢤ高等学校
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課題研究について

本校では，1 年次に課題研究の基本的なプロセス
を学習するために，7 時間を 1 単元とする授業を 3
ラウンド行っている。各ラウンドでは核となる 3・
4 時間目に大学・企業等から講師を招いて「連携授
業」を実施する。講師には事前に課題を提示しても
らい，1・2 時間目にその課題に取り組む。「連携授
業」後の 5・6・7 時間目にまとめや事後リサーチお
よびその発表を行う。

2 年次にはグループによる通年型課題研究に取り
組む。初期はテーマを限定せずに自由に課題研究を
行ったため，テーマが広範囲になりすぎて研究が深
まらなかった。そこで，指定 3 年目より福井大学お
よび福井経済同友会の協力を受け，県内企業から出
される課題に取り組み提案を行うビジネスチームと，
東アジアの人々に希望と福をಧける課題研究を行
うホープˍハピネスチームの 2 チームを編成した。
その結果，研究内容の深まりが見られるようになっ
てきた。今年度は，これらを再編し，「世界に発
信 ��　高志高生が創る福井の未来」を核とした「コ
アテーマ型課題研究」に取り組んでいる。
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成果と課題について

本校では成果を図るテストとして，「GPS -
Academic」（思考力・表現力等）および「GTEC 
for STUDENTS」「GTEC Speaking Test」（ 英

語力）の受験を実施している。また，各種の能力の
自己断として「高志高生の意識・実態調査」を年
2 回行っている。

その結果を分析すると，本校生徒は「協同的思考
力」および「創造的思考力」において全国平均を大
きく上回るＳ評価を獲得している。特に「協同的思
考力」においては本校受験者の約 10％の生徒がＳ
評価を得ており，「グローバル探究」におけるグ
ループでの課題研究がこの結果につながっていると
考えている。
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また，平成 29 年度 3 年生ＳＧＨ生の GTEC の経
年変化を見ると，3 年次 7 月には約 30％の生徒が
トータルでグレード 6 以上となっており，着実に英
語力が伸びていることが分かる。

 ଢ଼峕峎岮峐ୖٹ

মૅ峑峙ڭফઃ峕ୖଢ଼峘੦ম峔崿嵕崣崡峼
৾ಆ峃峵峉峫峕ڳৎ峼ڭ੪峒峃峵౸峼گ嵑崎嵛
崱ষ峍峐岮峵岞嵑崎嵛崱峑峙ற峒峔峵گ嵣ڰৎ৯峕প
৾嵣੫ಉ岵峳ప峼ഃ岮峐岣৴౸岤峼ৰ峃峵岞
ప峕峙হ峕ୖ峼ં峁峐峬峳岮ڭ嵣ڮৎ৯峕峇
峘ୖ峕峴ੌ峪岞岣৴౸岤峘ڱ嵣ڲ嵣ڳৎ৯峕
峨峒峫峮হ嵒崝嵤崩岴峲峝峇峘峼ষ岰岞 

ফઃ峕峙崘嵓嵤崿峕峲峵ৢফୖଢ଼峕峴ੌ峪岞ڮ
ੂ峙崮嵤嵆峼峅峄峕ঽ峕ୖଢ଼峼ষ峍峉峉峫
崮嵤嵆岶ઁ೧峕峔峴峃岸峐ଢ଼岶峨峳峔岵峍峉岞峇岽峑
گফ৯峲峴ૣ੩প৾岴峲峝ૣ੩৽ੋ௵ভ峘ੈৡ
峼ਭ岻੫岵峳ল岿島峵ୖ峕峴ੌ峩੧峼ষ
岰崻崠崵崡崩嵤嵈峒ূ崊崠崊峘যر峕ൌ峒ౘૣ峼ඍ岻
峵ୖଢ଼峼ষ岰嵃嵤崿٭崷崼崵崡崩嵤嵈峘ڮ崩嵤嵈峼ౣ
ਛ峁峉岞峇峘ટଢ଼ઍ峘峨峴岶ৄ峳島峵峲岰峕峔
峍峐岷峉岞০ফ২峙岽島峳峼ગౣ峁岣਼ੀ峕ਦ!! 
ৈಂৈে岶峵ૣ੩峘ਟ岤峼ற峒峁峉岣崛崊崮嵤嵆ୖ
ଢ଼岤峕峴ੌ峽峑岮峵岞 

 

 

崿嵔崤嵛ৎ峕અ੧峁峉岴ଅਓ峘ષ峼ଦહ 

 ਛટ峒ୖ峕峎岮峐ٹ

মૅ峑峙ਛટ峼峵崮崡崰峒峁峐岣GPS-Academic岤

岴峲峝岣GTEC for STUDENTS岤كઓઅৡ嵣ਠৡಉق
岣GTEC Speaking Test岤قஶୁৡك峘ਭୡ峼ৰ峁峐
岮峵岞峨峉ர峘ચৡ峘ঽഞ൧峒峁峐岣ৈಂৈে峘
ਔ嵣ৰଙ৹ਪ岤峼ফڮষ峍峐岮峵岞 

峇峘ટ峼ীෲ峃峵峒মૅেെ峙岣ੈઓઅৡ岤
岴峲峝岣ୗઓઅৡ岤峕岴岮峐৸ব峼প岷岹峵
௬峼ඃ੭峁峐岮峵岞્峕岣ੈઓઅৡ岤峕岴岮峐峙ۈ
মૅਭୡ峘৺ 10٫峘েെ岶ۈ௬峼੭峐岴峴岣崘
嵕嵤崸嵓ർ岤峕岴岻峵崘嵓嵤崿峑峘ୖଢ଼岶岽峘ટ
峕峎峔岶峍峐岮峵峒અ岲峐岮峵岞 

 
峨峉ਛ29ফ২گফেڽڼۈে峘GTEC峘৽ফ

৲峼ৄ峵峒گফઃڳা峕峙৺ 30٫峘েെ岶崰嵤崧
嵓峑崘嵔嵤崱ڲਰ峒峔峍峐岴峴ାৰ峕ஶୁৡ岶ಇ峝峐
岮峵岽峒岶ী岵峵岞 

 
্峑ভ峮ভಉ峑েെ岵峳峘ସਖ峔峓岶

峔岹ாਙ峮ସਖৡ峘એ峑ୖ岶ଋ峵岞峨峉ใோ
峘ઇఐ嵣ఐ৯峕岴岻峵ہڷۅ৾ಆ峘ো峕峲峵౸
ఒ峼ষ峍峐岮峵岶峇島峕峲峍峐েെ峘ਔ岶峓峘峲岰峕
ઍ峁峉岵峘པ峼峃峵岽峒峬ਜ峑岬峵岞 

 崘嵕嵤崸嵓嵣嵒嵤崨嵤崢嵣崕嵋嵛崿ٹ

 মૅ峑峙ਲਗ峘প৾ে峼嵉嵛崧嵤峕ഃ岷ஶୁ峼৷岮
峐ر峔崮嵤嵆峕峎岮峐崯崋崡崓崫崟嵏嵛峮崿嵔崤嵛崮嵤崟嵏嵛
峼ষ岰ણ峼ਗ峘ৈૅ峒峒峬峕ৰ峁峐岮峵岞০ফ২
峙 12 া峕ৰ峼峁峐岮峵岞 

一方で，講演会や発表会等で生徒からの質問など
が少なく，積極性や質問力の面で課題が残る。また，
既存の教科・科目におけるＰＢＬ型学習の導入によ
る授業改善を行っているが，それによって生徒の意
識がどのように変容したかの把握をすることもٸ務
である。

グローバル・リーμーζ・キャンプ

本校では海外の大学生をメンターに招き，英語を
用いて様々なテーマについてディスカッションやプ
レゼンテーションを行う活動を県内外の高校ととも
に実施している。今年度は 12 月に実施を予定して
いる。
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